
今まで補強材を使用しないと施工出来なかった9Ｍの
軽鉄間仕切壁を、単体で可能としました。
〈9M以上10Mまでは、P-125TWをご使用ください〉

1.

従来と同様の工法で高壁を施工出来ますので、工数を
大幅に削減でき、映画館、劇場、スーパー、工場等、2階層
吹抜けの場所で威力を発揮します。

2.

開口枠等の納まりも従来の100巾と同様に施工が
可能です。

3.

板厚のアップにともないＪＩＳ規格の100巾スタッド
に比べ、断面性能が20％以上ＵＰし、たわみも減少
します。

4.

壁自体の補強材（Ｈ鋼、角パイプ等）が不要な為、
壁単体の軽量化と工期の短縮が計れ、大幅なコスト
ダウンとなります。

5.

 間仕切工法メ タ ル シ ス テ ム シ リ ー ズ

■軽鉄で9Ｍの間仕切壁。今まで不可能としていた事が実現しました。

■ P－100 TOWER－WALLの特長 制限壁高さ目安一覧表 　 （自重座屈＋側圧125kg/m、1G 対応時）

@455mmスタッドピッチ

GB-F t21＋21
片面張り

403N/m2（41.1kg/m2）
＜Sウォール 等＞

7.0m 8.0m 9.0m

@303mm @227.5mm

GB-F t12.5＋12.5
両面張り

468N/m2（47.8kg/m2）
＜S12 等＞

7.0m 8.0m 9.0m
壁
自
重
に
対
す
る
制
限
壁
高
さ

GB-F t15＋15
両面張り

542N/m2（55.3kg/m2）
＜B15 等＞

6.5m 7.5m 8.5m

GB-F t21＋21
両面張り

727N/m2（74.2kg/m2）
＜A21 等＞

5.5m

※現場の設定条件により強度検討が必要です。
※当社の制限高さは曲げ許容強度90%程度としています。
※商品例は、吉野石膏（株）のものを記載しています。

6.5m 6.8m






